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はじめに

令和４年第２回大泉町議会定例会の開会にあたり、町政執行の基本方針に

ついて、私の所信を申し上げます。

新型コロナウイルス感染症が確認されて２年余りが経過し、私たちは、ウ

イズコロナの時代を迎え、ニューノーマルの生活様式、経済活動の在り方を

模索しているところです。

そのような状況において、行政が担うべき役割は変化しており、決して立

ち止まる訳にはまいりません。町民の皆様が元気で健康に住み続けられるよ

う、安全安心を最優先に職員とともに汗をかいてまいります。

それでは、新年度の主要施策につきまして、私の方針を述べさせていただ

きます。

□「産業振興」 ～活力とにぎわいのあるまち～

産業振興につきましては、多種多様な奨励金や融資制度などによる事業

者支援を継続的に実施し、新たな企業進出や既存企業の更なる発展につなげ、

地域経済の活性化を図ってまいります。

特に、中小企業などの災害対応力向上を目的とした「事業継続力強化奨

励金」、空き店舗や空き事業所における創業などを支援する「空き店舗等活

用・創業促進事業補助金」を新たに整備し、支援制度を更に充実させてまい

ります。

また、引き続き企業訪問等によりニーズを収集するとともに、企業間のビ

ジネスマッチングの機会として、企業情報交換会を開催してまいります。

農業振興につきましては、特産品の開発など、農業者、商工業者、地元

の高等学校、行政の産学官が連携した取り組みを推進し、農業の活性化

を図ってまいります。
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すでに多くの個人、企業の皆様からご協賛いただいております花火大会に

つきましては、新型コロナウイルス感染症の感染状況を見極め、町制施行

６５周年となる本年、町が活気を取り戻す契機として開催してまいりたいと

考えております。

□「基盤整備」 ～快適で住みやすいまち～

まちづくりの基礎である基盤整備は、住民の安全確保を最優先に取り組ん

でまいります。

生活圏道路や橋りょうにつきましては、「大泉町道路舗装修繕計画」の策

定と「大泉町橋梁長寿命化修繕計画」の改定を行い、効率的な点検・維持補

修を行ってまいります。

水害対策につきましては、寄木戸及び丘山地区の浸水・冠水被害を軽減す

るため、七ヶ村用水の改修工事を実施してまいります。

また、吉田及び古海地区などを流れる休泊川については、管理する県や国

などの関係機関で策定した「休泊川総合内水対策計画」に基づき、対策を実

施してまいります。

さらに、古氷地区の水害対策工事も引き続き進めてまいります。

公園・緑地の維持管理につきましては、遊具等の公園施設の点検及び補修

を行うとともに、危険性のある高木の伐採や剪定などを行ってまいります。

併せて、クビアカツヤカミキリの対策として、桜への薬剤注入や成虫の捕

殺などを行い、被害抑制に努めてまいります。

公共交通につきましては、広域公共バス「あおぞら」の老朽化した車両を

更新するとともに、令和３年度に実施した住民アンケート調査の結果を踏ま

え、より利便性を高めていけるよう、取り組んでまいります。

都市基盤の整備につきましては、事業者、行政、金融機関の産官金で連携

し、新産業団地の造成に向けた整備計画等を策定してまいります。
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□「行財政と協働」
～互いにおもいやり、みんなで築く協働のまち～

本町のまちづくりの最上位計画である「大泉町みらい創造羅針盤～大泉町

総合計画２ ０ １ ９～」の第二期実施計画が新たにスタートします。
にせんじゆうきゆう

ニューノーマル社会への対応として、ＩＣＴ（情報通信技術）を積極的に

活用し、官民が一体となってＤＸ（デジタル・トランスフォーメーション）

を推進していく中で、より質の高い行政サービスの実現に向け、「第７次大

泉町行政改革大綱」に基づき、オンライン手続や非対面サービスなど行政の

デジタル化を推進してまいります。

また、ふるさと納税や広告収入の拡充に加え、引き続き、利用の見込みの

ない町有地の売却を進めるほか、新たにネーミングライツ事業を開始し、自

主財源確保に取り組んでまいります。

協働のまちづくりにつきましては、自治会などの住民活動団体や企業との

連携を充実させてまいります。

多文化共生につきましては、生活していくうえで必要な情報を正確に伝え

るため、キーパーソンの発掘・育成や情報発信の多言語対応などにより、国

籍にかかわらず誰もがまちづくりに参画できる環境づくりに取り組んでまい

ります。

人権につきましては、人権問題をめぐる状況が多様化する中、誰一人とし

て傷つかない、傷つけない、そして誰もが生きがいをもって生活できるよう、

あらゆる場を通じて人権教育・啓発を行ってまいります。

本格的に始動する新庁舎整備につきましては、誰もが利用しやすく、町民

の安全・安心を支え、環境に配慮することなどを基本理念として、令和７年

度中の完成を目指してまいります。

併せて、将来の効率的なまちづくりを見据え、コンパクトシティの考え方

を取り入れた公共施設の集約も視野に入れてまいります。
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□「保健福祉」
～誰もが支え合い、健康で心豊かに暮らせるまち～

未だに収束が見えない新型コロナウイルス感染症への対応として、希望者

全員への円滑なワクチン接種を進めてまいります。

さらに、感染拡大防止に向けて、検査のための診察費用等への助成を継続

するとともに、国・県や関係機関と連携しながら、正確な情報発信と予防啓

発に取り組んでまいります。

すべての町民が生涯を通じて健康を維持し、住み慣れた地域で安心して暮

らし続けられるよう、がん検診をはじめとする各種けんしんのＰＲのほか、

ライフステージに応じた健康相談や健康教室などについては、オンラインで

の実施も進めてまいります。

また、「第三次大泉町地域福祉計画」の策定に加え、町民が主体となって

行う介護予防活動への支援のほか、障害者やその家族の緊急事態に対応する

ため、館林市と邑楽郡５町の連携による生活支援拠点の整備を行ってまいり

ます。

高齢者や障害者の移動手段につきましては、更なる利便性向上に向けて検

討するほか、引き続き、生活困窮者の自立に向けた支援に取り組んでまいり

ます。

□「生活環境」 ～環境と調和した安全安心なまち～

災害に対する危機管理の取り組みとして、令和元年東日本台風での被害状

況等を踏まえ、「大泉町総合防災マップ」を改訂し全戸配布を行うほか、移

動可能なトイレトレーラーを導入し、同様の取り組みを行う全国の自治体と

相互支援体制を構築してまいります。
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併せて、災害時に必要な支援を円滑に受け入れるための「受援計画」を策

定いたします。

防犯対策や交通事故防止に向けた地域の安全安心につきましては、自治会

や学校、警察などと連携し取り組む中で、町が実施している青色防犯パト

ロールの体制強化を図るほか、子どもの安全を確保するため、引き続き通学

路を点検し、危険箇所の解消に努めてまいります。

また、地域の自主防犯パトロールや家庭用防犯カメラ設置への支援を継続

するほか、高齢者の運転免許自主返納の促進などを通じて、町民と一体とな

り犯罪の抑制や交通事故防止を推進してまいります。

消防につきましては、消防団員の処遇改善・消防資機材の充実を図り、消

防団活動を支援してまいります。

環境保全につきましては、「大泉町環境基本条例」を踏まえ、良好な環境

の保全等に関する施策を推進するための「大泉町環境基本計画」の策定に着

手します。

また、ゼロカーボンシティ宣言に基づき、新たに電気自動車等の購入や家

庭用充電設備の設置への補助に加え、公共用の充電スタンドを設置するとと

もに、太田市外三町クリーンプラザのごみ焼却熱で発電した電力を小中学校

で利用し、再生可能エネルギーの地産地消に向けて取り組んでまいります。

さらに、生ごみを堆肥化し農業に活用することで、食へと循環させる仕組

みの構築など、２０５０年二酸化炭素実質排出量ゼロへ、具体的な取り組み

を推進してまいります。

公園墓地につきましては、多様化する埋葬方法へのニーズに対応するため、

合同埋葬墓地の新設設計を行ってまいります。

住宅環境の整備につきましては、安全性や景観の観点から、老朽により使

用していない町営住宅を解体するほか、個人が所有する空家については、利

用希望者とのマッチングを支援する大泉町空家等バンクの利用促進を図って

まいります。

下水道事業につきましては、将来の人口減少等による社会情勢の変化を踏
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まえ、「大泉町公共下水道事業計画」の全体計画の見直しを行い、経営の効

率化・健全化に努めてまいります。

□「生涯学習」
～夢とやさしさをもって、生き生きと学ぶまち～

新たに策定した「大泉町教育大綱」を基本として、学校や家庭、地域社会

との連携を深めながら「学びの機会」を充実させ、多様化する社会をたくま

しく生きぬく「人材の育成」を目指し、心身の豊かさを創造する教育を推進

してまいります。

子育て支援につきましては、保護者にとって子育てしやすい環境となるよ

う、「第２期大泉町子ども・子育て支援事業計画」に基づき各種施策を推進

してまいります。併せて、「民間にできることは民間に委ねる」として一部

の町立保育園について民営化を進めてまいります。

また、子どもとその家庭に対するより専門的な相談支援体制を整備し、児

童虐待の未然防止や早期発見に向け取り組んでまいります。

学校教育につきましては、教科担任制やＩＣＴを効果的に活用した授業実

践により、子どもたち一人ひとりの能力や個性を伸ばしながら学力の向上を

図るとともに、不登校の子どもたちや外国籍の子どもたちに対する教育や支

援の充実にも、継続して取り組んでまいります。

また、学校給食費については、平成２６年度から段階的に保護者負担額の

軽減を図り、現在２７パーセントの引き下げを行っておりますが、更に補助

の拡充を図ってまいります。

長寿命化改修工事につきましては、２年次となる南小学校校舎のほか、新

たに西小学校校舎の設計委託を行い、教育環境の整備充実に取り組んでまい

ります。

社会教育につきましては、町民のライフステージや学びへの意欲にあわせ
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た学習機会を提供いたします。図書館におきましては、利用者へのサービス

や利便性の向上を図るため、指定管理者の募集選定を進めてまいります。

また、放課後子ども教室の実施やインターネット等の適正な利用方法を周

知啓発するなど、青少年の健全育成を推進してまいります。

さらに、スポーツ振興においては、誰もが気軽にスポーツ・レクリエー

ションに親しめるよう、町民体育祭などの各種事業を開催いたします。文化

振興においては、埋蔵文化財の整理保存や展示を行うほか、町の郷土かるた

「大泉かるた」の由来の紹介や伝統芸能まつりなどを通じて、郷土の歴史文

化の継承に取り組んでまいります。

以上、令和４年度予算につきまして、主要施策と所信の一端を申し上げま

したが、住民ニーズを捉えた２５の新規事業を含め、一般会計の歳入、歳出

の予算総額は、それぞれ１４３億６，７００万円とし、前年度対比１１億

８，５００万円、率にして９．０パーセントの増といたしました。

また、国民健康保険事業特別会計をはじめとする、５つの特別会計にかか

る予算額、７６億９，８０６万円と合わせた、すべての会計の予算総額は、

２２０億６，５０６万円とし、前年度対比１２億３，１６６万円、率にして

５．９パーセントの増といたしました。

感染症の脅威は、私たちの生活に急激な変化をもたらしており、今後も更

に変化していくことが予想されます。その状況をしっかりと捉え、町の将来

を見据えた新庁舎の整備やＳＤＧｓの理念を踏まえ、特にゼロカーボンシ

ティの実現に向けた取り組みなど、行政が担うべき役割をしっかりと果たし

ていくための令和４年度予算を編成いたしました。

地域経済は依然として厳しい状況が続いている中、町といたしましては、

自主財源の確保に努め、町民の皆様にもご理解いただきながらスクラップ＆

ビルドの取り組みを強化し、持続可能な行財政運営を推進してまいります。

今後も現場主義を貫き、「住んでみたい 住み続けたいまち おおいずみ」
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の実現に向け、「魅力あふれるまちづくり」のために努力してまいりますこ

とをお約束申し上げ、令和４年度施政方針とさせていただきます。





付 属 資 料





令和４年度　主な新規事業　

ＮＯ 事　　　　　　業　　　　　　名

1 公有財産管理事業（新庁舎建設用地購入費）

2 新庁舎整備事業

3 行政情報システム推進事業 （RPA/AI-OCR使用料）

4 住民情報システム推進事業 （書かない窓口運用開始）

5 徴収費（預貯金照会電子化サービス利用料）

6 地域生活支援拠点等事業

7 障害者就労施設受注販路拡大助成事業

8 子ども家庭総合支援拠点事業

9 太田市外三町広域清掃組合負担金（斎場整備事業費）

10 環境基本計画策定事業

11 地球温暖化防止対策事業（普通充電スタンド設置工事費）

12 地球温暖化防止対策事業（電気自動車等導入費補助金）

13 公有自動車管理事業（電気自動車購入費）

14 企業誘致事業（空き店舗等活用・創業促進事業補助金）

15 企業支援事業（事業継続力強化奨励金）

16 花火大会事業

17 道路維持事業(大泉町道路舗装修繕計画策定)

18 常備消防事業（はしご付消防自動車オーバーホール）

19 非常備消防事業（消防団員出動報酬新設）

20 非常備消防事業（消防団車両購入費）

21 災害対策事業（総合防災マップ改訂）

22 災害対策事業（受援計画策定）

23 災害用トイレトレーラー配備事業

24 西小学校校舎改修事業（長寿命化改修工事設計委託）

25
公園墓地整備事業（合同埋葬墓地設計業務委託）
[公園墓地事業特別会計]



令和４年度 令和３年度 比　　較

14,367,000 13,182,000 1,185,000 9.0 ％

7,698,060 7,651,400 46,660 0.6 ％

3,273,300 3,368,800 △ 95,500 △ 2.8 ％

488,300 433,200 55,100 12.7 ％

2,678,100 2,669,000 9,100 0.3 ％

11,000 9,400 1,600 17.0 ％

収   益   的 556,840 567,400 △ 10,560 △ 1.9 ％

資   本   的 690,520 603,600 86,920 14.4 ％

22,065,060 20,833,400 1,231,660 5.9 ％

令和４年度 当初予算

◎総　括　表 　 　（単位：千円）

増減率

一　 般 　会 　計

特 　別　 会　 計

国民健康保険事業

後期高齢者医療事業

介 護 保 険 事 業

公 園 墓 地 事 業

総　　　　　計

会　
　
　
　
　
　
　

計　
　
　
　
　
　
　

別

公
共
下
水
道
事
業



令和4年度 構成比 令和3年度 構成比 比較 前年度比

1 町 税 6,660,968 46.4 6,405,956 48.6 255,012 4.0

2 地 方 譲 与 税 132,414 0.9 129,411 1.0 3,003 2.3

3 利 子 割 交 付 金 4,300 0.0 3,300 0.0 1,000 30.3

4 配 当 割 交 付 金 20,000 0.1 20,000 0.2 0 0.0

5 株式等譲渡所得割交付金 17,000 0.1 17,000 0.1 0 0.0

6 法 人 事 業 税 交 付 金 170,000 1.2 170,000 1.3 0 0.0

7 地 方 消 費 税 交 付 金 950,000 6.6 876,000 6.6 74,000 8.4

8 環 境 性 能 割 交 付 金 12,000 0.1 15,000 0.1 △ 3,000 △ 20.0

9 地 方 特 例 交 付 金 45,000 0.3 50,000 0.4 △ 5,000 △ 10.0

10 地 方 交 付 税 350,000 2.4 120,000 0.9 230,000 191.7

11 交通安全対策特別交付金 9,377 0.1 9,520 0.1 △ 143 △ 1.5

12 分 担 金 及 び 負 担 金 57,477 0.4 40,798 0.3 16,679 40.9

13 使 用 料 及 び 手 数 料 176,445 1.2 170,524 1.3 5,921 3.5

14 国 庫 支 出 金 1,770,193 12.3 1,767,693 13.4 2,500 0.1

15 県 支 出 金 1,057,490 7.4 1,061,234 8.1 △ 3,744 △ 0.4

16 財 産 収 入 13,929 0.1 6,178 0.0 7,751 125.5

17 寄 附 金 66,120 0.5 60,120 0.5 6,000 10.0

18 繰 入 金 1,353,501 9.4 1,236,973 9.4 116,528 9.4

19 繰 越 金 100,000 0.7 100,000 0.8 0 0.0

20 諸 収 入 411,186 2.9 430,793 3.2 △ 19,607 △ 4.6

21 町 債 989,600 6.9 491,500 3.7 498,100 101.3

14,367,000 100.0 13,182,000 100.0 1,185,000 9.0

令和4年度 構成比 令和3年度 構成比 比較 前年度比

1 議 会 費 137,580 1.0 145,296 1.1 △ 7,716 △ 5.3

2 総 務 費 2,262,043 15.7 1,541,781 11.7 720,262 46.7

3 民 生 費 4,492,984 31.3 4,441,324 33.7 51,660 1.2

4 衛 生 費 1,449,372 10.1 1,531,405 11.6 △ 82,033 △ 5.4

5 農 林 水 産 業 費 131,571 0.9 50,079 0.4 81,492 162.7

6 商 工 費 372,482 2.6 404,176 3.1 △ 31,694 △ 7.8

7 土 木 費 1,122,876 7.8 1,204,677 9.1 △ 81,801 △ 6.8

8 消 防 費 785,116 5.5 716,645 5.4 68,471 9.6

9 教 育 費 2,764,598 19.2 2,289,341 17.4 475,257 20.8

10 公 債 費 818,378 5.7 827,276 6.3 △ 8,898 △ 1.1

11 予 備 費 30,000 0.2 30,000 0.2 0 0.0

14,367,000 100.0 13,182,000 100.0 1,185,000 9.0

令和４年度　一般会計当初予算
（単位:千円.%）

■歳　入

款

歳　入　合　計

■歳　出

款

歳　出　合　計



【その他】 【その他】

地方特例交付金 45,000 (0.3) 使用料及び手数料 176,445 (1.2)

配当割交付金 20,000 (0.1) 繰越金 100,000 (0.7)

株式等譲渡所得割交付金 17,000 (0.1) 寄附金 66,120 (0.5)

環境性能割交付金 12,000 (0.1) 分担金及び負担金 57,477 (0.4)

交通安全対策特別交付金 9,377 (0.1) 財産収入 13,929 (0.1)

利子割交付金 4,300 (0.0) 計 413,971 (2.9)

計 107,677 (0.7)

一般会計歳入歳出予算のあらまし

【歳　入】 単位：千円
(　)内は構成比：％

  歳 入 総 額
  14,367,000
　（100.0）

　 町税
6,660,968
 （46.4）

 自主財源
 8,839,626
 （61.6）

 繰入金
1,353,501
（9.4）

　諸収入
 411,186
 （2.9）

その他
413,971
（2.9）

 その他
 107,677
 （0.7）

地方譲与税

　132,414

　（0.9）

　町債
 989,600
 （6.9）

 依存財源
5,527,374
 （38.4）

  地方消費税
    交付金
　 950,000
　 （6.6）

県支出金
 1,057,490 
（7.4）

国庫支出金
 1,770,193
　（12.3）

地方交付税
　350,000
　（2.4）

法人事業税
交付金
170,000
（1.2）



【歳　出】 単位：千円
(　)内は構成比：％

令和４年度当初予算 14,367,000千円 

令和３年度当初予算 13,182,000千円 

増 減 率 9.0％

歳 出 総 額
 14,367,000
 （100.0）

 一般財源
10,141,409
 （70.6）

特定財源
4,225,591
 （29.4）

   民生費
4,492,984
 （31.3）

  教育費
2,764,598
 （19.2）

   総務費
2,262,043
 （15.7）

 消防費
785,116
（5.5）

  衛生費
1,449,372
 （10.1）

 土木費
1,122,876
 （7.8）

 公債費
818,378

（5.7）

商工費　372,482（2.6）

　　 議会費 137,580（1.0）

予備費　30,000（0.2）

農林水産業費　131,571（0.9）



 単位：千円
（　）内は構成比％

　　　【その他】

繰出金 1,458,374 (10.2)

貸付金 107,292 (0.7)

維持補修費 30,078 (0.2)

予備費 30,000 (0.2)

積立金 6,917 (0.1)

計 1,632,661 (11.4)

令和４年度　一般会計予算　性質別歳出内訳

歳 出 総 額
14,367,000
 （100.0）

義務的経費
 6,286,381
 （43.8）

 人件費
2,548,253
（17.7）　

 扶助費
2,919,750
（20.3）

  公債費
818,378
（5.7）

　　　経常的・
　　その他の経費
　　　5,768,137
　　　（40.1）

投資的経費
 2,312,482
 （16.1）

　物件費
2,437,999
 （17.0）

 補助費
1,697,477
（11.8）

 その他

1,632,661
（11.4）

単独事業費

  1,372,514
  （9.6）

補助事業費
 939,968
  （6.5）



予 算 額
増 減

(対前年度 )
構成比

1 人 件 費 1 報 酬 364,351 △ 9,482

2 給 料 1,025,892 20,596

3 職 員 手 当 等 607,342 △ 20,566

4 共 済 費 358,700 1,594

負 担 金 、 補 助

及 び 交 付 金

2,548,253 2,615 17.7 

2 物 件 費 8 旅 費 13,384 △ 1,312

9 交 際 費 1,895 0

10 需 用 費 284,902 △ 13,678

11 役 務 費 97,362 △ 5,454

12 委 託 料 1,795,771 127,635

使 用 料 及 び

賃 借 料

15 原 材 料 費 1,659 39

17 備 品 購 入 費 39,116 3,048

2,437,999 108,244 17.0 

3 維 持 補 修 費 修 繕 料 30,078 5,578 0.2 

4 扶 助 費 19 扶 助 費 2,919,750 △ 4,462 20.3 

5 補 助 費 7 報 償 費 59,566 △ 14,438

11 役 務 費 16,522 346

12 委 託 料 217,047 △ 82,908

負 担 金 、 補 助

及 び 交 付 金

補 償 、 補 填

及 び 賠 償 金

償 還 金 、 利 子

及 び 割 引 料

26 公 課 費 860 △ 15

1,697,477 △ 193,874 11.8 

6 普 通 建 設 事 業 費 補 助 事 業 費 939,968 403,171

単 独 事 業 費 1,372,514 911,347

2,312,482 1,314,518 16.1 

7 公 債 費 償 還 金 、 利 子

及 び 割 引 料

8 貸 付 金 20 貸 付 金 107,292 △ 34,249 0.7 

9 投 資 及 び 出 資 金 23 投 資 及 び 出 資 金 0 0 0.0 

10 積 立 金 24 積 立 金 6,917 566 0.1 

11 繰 出 金 27 繰 出 金 1,458,374 △ 5,038 10.2 

12 予 備 費 30,000 0 0.2 

14,367,000 1,185,000 100.0 

令和４年度 一般会計予算 性質別歳出内訳
（単位：千円.%）

性 質 別 節

計

計

計

計

合 計

18 191,968 10,473

13 203,910 △ 2,034

18 1,378,467 △ 41,859

21 6 0

22 25,009 △ 55,000

22 818,378 △ 8,898 5.7 








